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PROPOSAL FOR THE COMMUNITY PLACE TO LIVE RESIDENTIAL SABURB
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　I proposal for the community place to live residential suburb.Ushiku City area is aging and 
depopulation.So,there proceeds deline.This is the proposal for regional regeneration,this is the 
proposal for the rich how to live that is depopulation the city,this is the proposal for my desire to 
live there in the future.
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　住宅は人々の生活の基盤である。住宅はひとり 1 人
の生活の拠り所なり、住み手が地域との関わり合いを
もちながら、コミュニティなど人間や社会との関係を
形成するのを支えるものである。
しかしながら、現在日本では住環境を取りまく数多く
の問題が存在しています。とりわけ、人口減少時代の
中で地方の過疎化が進み、戦後の住宅政策で発展して
きた郊外住宅地は少しずつ人々の生活を支えることの
できないものになってきています。
本計画の対象敷地である茨城県牛久市にある住宅地も
東京へ通勤する人達のベットタウンとして発展してき
ました。
ここは私が幼い頃から暮らし、自分の成長と共に町の
変化を肌で感じてきた場所です。
昔は子供の遊ぶ声やそれを見守る親の姿などが見え、
活気に溢れていましたが、現在では町の公園で遊ぶ子
供の姿が消え、空き家も見え始めました。このまま町
の問題が放置されていけば高齢化・過疎化が進み衰退
していくと考えられます。
私はこの、どこにでも起きてしまいそうな郊外住宅地
の問題に対して、都市にはない生活の豊かさを利用
し、衰退していきながらも生活は豊かになっていくよ
うな町を目指したいと思いました。
（１）広がり続ける住宅地
茨城県牛久市は東京に通勤する人のベットタウンとし
て人口を伸ばしてきていて今もなお、家族と暮らして
いくための場所として戸建て住宅が増え続けていま
す。
それに伴い、木々を伐採し住宅を建てるために開拓が
行われています。そのため、年を追う毎に既存住宅地
が空洞化していき、道路の拡張や維持管理のために行
政コスト使わなければならなくなっています。
（２）個人経営店などの減少
（３）交通手段を機会に頼りすぎている
（４）空き家や空地の増加
（５）コミュニティーの喪失
（１）まちづくりのポイントとなる場所を特定する
　牛久市の現状や歴史、地形などから人々の生活が豊
かになる場所を探し、まちづくりのポイントとしリノ
ベーションを促進する。
（２）ポイントを中心としたコミュニティーを形成
　拡大し続ける住宅地はコミュニティーの分離や自動
　現代社会において郊外住宅地に拡大し続ける様々な
問題がある。茨城県牛久市においてもその脅威にさら
されていることがわかった。
１．はじめに
２．背景
３．提案
図１　■＝新しい開拓地 図２　住宅地に増える空き家
車依存を高めるため、まちづくりのポイントを中心と
したコミュニティーに移り住んでもらえるよう誘導す
る。
（３）設計する敷地について
　牛久市の地図の変遷を辿っていくと住宅地が形成し
てから、他の用途に変わることなく築３０年以上経っ
ている住宅地がいくつか見つかりエリアリノベーショ
ンの必要性を感じた場所をピックアップした。そして
牛久市はかつて山に囲まれた農地であったことから、
傾斜地が多く存在し、市内での上下移動の大変さから
歩行するのを避けられる要因になっているため、なる
べく平らな土地を探した。また、少子高齢社会である
ため、これから自分で自動車を運転できる人の数が減
少してくると考えられるので、既存のバスルートを活
用することや新規バスルートが確保しやすいようなポ
イントを探した。このような事柄から今回の修士設計
では３つのポイントを主な敷地として牛久市の生活を
豊かにしていこうと考える。
（４）プログラム
　農家や食べ物を少しでも自給自足しながら生活した
い人達のための住戸を敷地に分散配置する。このエリ
アでは、農業に携わる人達がここに住む人と人をつな
ぐ。また、空き家を利用した小さな建築をつくる。エ
リアの中に存在する小さな建物どうしが１つの共同体
を生み出していく。小さな建築達は人々の生活を少し
づつ豊かにしていく。具体的には、少し歩き疲れた人
が気軽によれる無人の休憩所、農家のための室内栽培
所や生産物交換所、倉庫、貸し出し用の農業機具庫な
どを独立のプログラムではなく、人々にとって、憩い
の場となり、居場所ともなる場所にする。
（５）手法
　現在の住宅地における住環境は快適性やプライバ
シーを守ることを重視するあまり人々は完全に壁に囲
まれた生活になっており、さらに分譲地に建てられて
いるため、私有地の境界には塀を巡らし隣人との関わ
りをシャットアウトしている。私は分譲地を結合して
１つの敷地を他人と共有することによって人と人との
関わりが生まれてくると考え、住宅地にある空き家や
空地を結合しひとまとまりの敷地を作っていく。そし
　今回の提案は「郊外住宅地の衰退」という日本各地
で起こっている問題を解決する１つのプロトタイプと
なると考えている。しかし、同じ問題を抱えている住
宅地においても、各地で気候や地形、文化や歴史など
持っている特徴は違い、設計のアプローチを変えなけ
ればならないことがある。そのことによって同じ郊外
住宅地の問題を解決しても、「その場所でしかできな
いコミュニティー・建築」が設計できるのではないか
と考えている。
　本研究・設計を進めるにあたり、赤松佳珠子教授に
はお時間を割いて頂きご指導・叱咤激励してくださっ
たことを深く感謝申し上げます。また副査である高村
雅彦教授、並びに岩佐明彦教授にも大変貴重なお時間
を割いて頂き大変感謝しております。
１）『シュリンキング・ニッポン　縮小する都市の未
来戦略』　大野秀敏 + アバンアソシエイツ
２）『人口減少時代の住宅政策　戦後７０年の論点か
ら展望する』　山口幹幸・川崎直宏
て、既存の空き家と新規の木造フレームによって人々
の居場所と風景を生み出していく。
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図３　エリアの特徴ごとに色分けしたもの 図 4　将来の牛久市のイメージ図
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